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力作が勢ぞろい！
■２月14日　鹿谷公民館・小学校

　第29回鹿谷町雪まつりが開催されました。恒例の
雪像コンテストも行われ、今年のテーマ「鹿谷町ア
ニマルランド」にあわせ、かわいい動物たちが勢ぞ
ろいしました。

谷のお面さん祭り
■２月13日　北谷町谷区教会

　式の中では、高砂と羽衣が謡われその場が静寂の
中に厳かな雰囲気に包まれました。４面のお面の表
情から、今年も五穀豊穣との事でした。「おばの料理」
に皆さん舌鼓をうち、新しい芸も披露され終始和や
かでした。

今年も元気いっぱいに交流
■２月13～14日　市内各所

　小浜市との都市間交流事業の一環として、小浜市
と勝山市の小学生との交流が行われ、スキージャム
勝山でのスキー体験や、べんがら染めのエコバッグ
作りなどを行いました。

滝波のお面さん祭り
■２月11日　滝波ふれあい会館

　３面のお面がご開帳され、訪れた人たちは、お面
の表情を眺めながら今年一年の健康や五穀豊穣を
祈っていました。

左義長を一足早く
■２月７日　成器西小学校

　西の子左義長まつり2016が行われました。児童全
員が左義長ばやしにのって浮かれているシーンは迫
力がありました。

中国の正月を楽しむ
■２月７日　教育会館

　国際交流サロン中国春節パーティー2016が開か
れ、水餃子を作ったり、中国茶でのティータイムを取
りながら楽しいひとときを過ごしていました。
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勝山市総合行政審議会委員のご紹介
　2月23日㈫、下記の方々に勝山市総合行政審議会の委員
を委嘱しました。
　同審議会は、市民生活の安定と福祉向上を目的に、第5次
勝山市総合計画に関する事項や市の重要事項について市長
の諮問に応じる機関で、条例により設置しています。
　任期は平成30年2月22日までとなっています。
問　未来創造課（市役所2階）☎88 ｰ 1115

勝山市総合行政審議会委員（順不同、敬称略）
　飯田　健志（福井大学）　　笠井　恭子（福井県立大学）
　笠川　吉盛（北郷）　　　　上山　峰子（猪野瀬）
◎北川　賢一（勝山）　　　　木村　篤郎（勝山）
　黒田　成美（荒土）　　　〇重松あゆみ（勝山）
　谷川　一男（平泉寺）　　　多比良幸一（金融機関）
　中村　直子（村岡）　　　　野尻由紀子（遅羽）
　松岡　博幸（福井工業大学）   松山　千種（猪野瀬）
　鷲田　資博（村岡）　　　　※◎会長　○会長代理

村岡山シンポジウム村村村村村村村岡岡岡岡岡岡岡山山山山山山山シシシシシシシンンンンンンンポポポポポポポポジジジジジジジジウウウウウウウムムムムムムム
　地区の歴史を記録するため、村岡山城跡に
ついての聞き取り調査を実施しました。その
調査成果をもとに村岡山城と平泉寺の歴史に
ついて迫ります。
と　き▶3月19日㈯
　　　　午後1時30分～ 4時
ところ▶すこやか　多目的ホール
講　演▶松浦義則氏（福井大学名誉教授）
　　　　「平泉寺と村岡山」
　　　　仁木　宏氏（大阪市立大学教授）
　　　　「村岡山城合戦と勝山の成立」
報　告▶石川美咲氏（大阪市立大学大学院）
ト ーク▶松浦義則氏、仁木　宏氏、今井克己
氏(村岡町区長会長)、石川美咲氏
※参加費無料・申込不要
問　史蹟整備課（教育会館2階）
　　☎88 ｰ 8113
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火入れ時の注意事項火入れ時の注意事項 春の火災予防運動（3春の火災予防運動（3月月2020日～日～2626日日））
　これからの時期、農業などを営むためにや
むを得ず行う、火入れの拡大による火災が発
生しやすくなりますので、次のことに注意し
てください。
【注意事項】
• 「火災とまぎらわしい煙又は火災を発生す
るおそれのある行為の届出書」を消防署へ
届け出る
• 水バケツや消火器など、消火できるものを
用意する
• 火入れをしている間はその場を離れない。
離れる場合は、確実に消火する
• 「風が強い」「空気が乾燥している」場合は、
火入れを中止する
• 「火災気象通報」が発表されたら、火入れ
を止める

問　消防署　☎88 ｰ 0400

◆3つの習慣
•寝たばこは、絶対やめる
• ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
• ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

◆4つの対策
• 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する（義
務）
• 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防
炎品を使用する
• 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設
置する
• お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協
力体制をつくる

問　消防署　☎88 ｰ 0400

住宅防火　いのちを守る　7つのポイント


